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｜基 金 番 号 ｜
｜基 金 名 称 ’ ’

魂露12 号

日本弁璽÷国屋年会裳命

（年金経理》

資 産 勘 定

科 目 当 年 度

大 分 頬｜｜中 分 類｜｜決 算 額｜|対前年度増△減額

負 債 勘 定

科 目 、Ⅱ'．． 当 年 度
大 分 類｜｜中 分 類｜｜決 算 額||対前年度増△澱額
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前 年 度

決 算 観
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【1．純資産］〔1．純資産］

1,640.866, "7 流 動 負．侭鹿 動 資 度 1釦,402,6241.76102690321

4鋼.480,277 未 払 金 692.929.116 △5.4320841 698.361.957△11.505‘988未 収 掛 金 422.974.289

1.1170615.784 支 払 償 金未 収 交 付 金 10 269.2”,3浬 151.683,538

1,068.340.205 125,835.465 942.5例,740支 払 備 金未 収 受 換 金 29.679.410 . 21, 590, 231 51,269,641

1.8150 305 37,500,995未収国庫負担金 39.316.3“

157,461,2”､965固 定 資 産 161.046.421,250 3.585.161.285

36.410‘”5.閲0給 付 確 保 貴 産 370 3860 867.0” 975. 892. 0"

121,”‘284.965123.6590 554, 250 2.609.269.285共 同 運 用 資 産

[2．資産及び負侭の数理的評価］[2．貴産及び負憤の数理的艀価］
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責 任 準 備 金

153,鯛7.314. 000 4.099.773.0” 149.537.541.噸責 任 準 侭 金

【3．基本金］[3．基本金］

給付改善準償金基 一 本 金 514.611,715 △6，駒4.421.976 7，099･033,691

23.490,909給付改善準蝋金 0 23, 490, 909△7.099.033, 691 7.099.033.691経 越 不 足 金 0

7.9㈹.228.056基 本 金 4 7, 099.033.691 14,9卵,261.747514.611,715 514.611,715 0当 年 度 不 足 金

危 険 単 傭・金 936.913, 182 刀3.701.653 1“211.529

別 途 積 立 金 6.9630314.874 699“314.874
F ■

I
L 』

当 年 度 剰 余 金 0 △14.8350 050.218 1 4, 836, 0500 21 8

叶 △2.878.8580 067計 163.322.302.286 △2.878.858.067 166. 2010 160･ 353 163,322.302. 286 166. 201, 1叩.3駒
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損 益 計 算 書

（自 令和6年4月t日 至 令和7年3月31日）

｜
I

（年金経理）

費 用 勘 定

＊”｡，．．”,,”” ｡,,鋤……域|｜
科 目 当 年 度

11 11 円’ －円|｜
［1．経常収支］

給 付 喪|’ ’’ 5.951.”0.97911 3閲‘181.51411
11年金給付 費'’ 5.620.256.55111 242’207.55411
11一時金給付貴|’ 銅0‘834,4281 125,973.9601

移 換 金|| | |
｜移 換 金|’ 655.715,6161 △155,468.1261

還 付 金|| || I
I還 付 金’ 89,292,35011 △718,”|｜

拠 出 金|’ ’ 5.280.628.6印’ △212.794,部211
1給付確保拠出金’ 1，”1.014,15811 △26,937,24211
1共同運用拠出金| 3. 889, 614. 492 1 4 185. 857. 3201

取 蝋 金’ ．’

．'共同運用資産取崩金| 1. 124. 529｡ 604 1 357, 070. 17911
[2．特別収支］

拠 出 金|’ ll
ll共同運用拠出金|| - - 20, 850, 906 1 20. 850. 90611

雑 支 出|｜‐－ ｜｜ ，
ll国庫負担金退納金|| 9, 1"|| 4 2. 92511

[3．数現的評価の変動】

責任単備金増加額|’ ｜｜ 、 l
I|貴任単儲金増加額|| m.099. 773, 0OOll ･ A 2.21 2. 868; 000 1
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計 17,221,890.22511 △16.671,799.92211 330893‘開0.147 計 17.型1.890.22511 △16.671.799.9浬|’ 33.893.690‘147

注鹿事項 1 収益勘定矩おける特別収支の叶上に関する事項：函民年金蕊金連合金艇釣鋪犯条の3の規定に益づき、財政澗楚事象として、国民年金蕊金連合会から交付を愛けた財政嗣整交付金を損益針算密の収益勘定における総別収支として計上している．
2 費用勘定艇おける特別収支の計上iこ関十る亭項：国民年金基金遮合会規約第70乗の3の規定に益づき交付を受けた財政澗整交付金を原賢として、園民隼金基金連合会に拠出した共卿運羅拠出金を損益叶界笹の受用勘定における特別収支として叶上している．

基 金 番 号

基 金 名 群

礎第 12 号

日本弁亜生国鍵年金茎令
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収 入 3D2060708 215870308

470330 ,476 不 足 金4703300476 0 .3004910985 30,491,985
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基金名称
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日本弁璽士国民年金墓今



和 6 年 度令

室冒生ロ

業 務 報

（決 算 付 属 明 細 表 ）

〃

基 金 番 号

基 金 名 称

創立年月日

職 第 1 2 号

日本弁護士国民年金基金

平成3年8月 1日



日本弁躯士国民年金基金

1．概要

（1）年齢階級別加入者数及び平均掛金額

①年齢階級別加入者数

’’薦司I
計60歳以上50～59歳40～49歳30～39歳20～29歳

100.0%

(5，772） 人
3.9％

(227） 人
36．8％

(2，122） 人
46．9％

(2､ 7 05_l 人
11.5％

(666） 人
09％
(52） 人

男

100.0%
(3， 122） 人

4. 0%
(126） 人

40，3％

(13259 ) 人
44.8％

(1.400 ) 人
10.1％

(316）‐人
0.8％

(21） 人

ロ■■■

票

’
’

!|

’

I

100. 1%

(8,894 ) 人
4.脇

(353） 人
38.0％

(3，38．1） 人
46．2％

(4,105 ) 人
11.脇

(982） 人(73 )人’
0．9％全体

②平均掛金額

｢員…||…頚|’ 全体平均額女子平均額男子平均額

12,835 円14,252 円1 2, 069 円1口目平均掛金額（1口目掛金額÷1口目加入員数）

36,670 円36,531円36‘746 円2口目平均掛金額（2口目以降掛金額÷1口目加入員数）

’’
49,505 円50,783 円48.814 円総平均掛金額（総掛金額÷1口目加入員数）

※各欄の平均掛金額は小数点第一位を四捨五入しているので、1口目平均掛金額と2口目平均掛金額の合計は
総平均掛金額と一致するとは限らない。



日本弁護士国民年金基金

（2）加入者の増減
(単位：人）

計国国’
9，160

謡
…

| 5, 92411 W1 9, 1601
‐面「－－ 10711 2991

■－ 18311 12211 3051
14011 M| 2141

011 1011 101
611 1111 171
911 1I- 101

'一号I リ｜ 3
|－ ‐－11－ 111 21
「 34411 2211 565'

［－ 8,894,

年 度 末

新 規 加 入 等

加入期間満了

第2号被保険者に種別変更

第3号被保険者に種別変更

言 住所移転又は転廃業

保険料免除者に該当

農業者年金に加入

死 亡

その他

計
一 一＝－

年 度 末

前

当
年

度
増

減

函丞

失 ’

｜ 当

島



日本弁護士国民年金墓余

(3） 掛金収納額
単位；円

期

9月

’期

篤一 第1
二二二二二

5月

２
｜｜頭’

’

田
口
■
■
期
■
■
■
■
。

|’収 納 額 224, 928, 740 227,574,180 2,839,244,685 227,927,985 225, 709, 074 222,449,395

｜

|

'

第 3

10月 11月

第

期一４｜頭
12月

|、

収 納 額 ~21 9, 434, 870 224, 247, 770 236,423,440 221 , 258, 095 220, 090, 140 220, 810, 710

’
当年度収納額

一 ①

当年度還付額

②

5, 310, 099, 084 80,235,537 5,229,863,547

’1



，日本弁謹士国民年今基金

(4） 受給権者に関する事項

① 年金の種別裁定状況及び年金額

｜
’

受 給 権 者 数

（人）

当 年 度 増 減 当 年 度 末 当年度宋年金額
（円）種 別 新規裁定

等

②

失 権 等 女 子 合 計男 子前年度末

①＋②－③① ③

一口目 合計 1,473 4, 705 1,391,324,6364,567 222 84 3,232

A 型 4, 0873,979 180 72 1094 1 , 206i 866, 9372,993

B 型 385 47 5 198 229 427 87.987,123

C 型 321 11 117 207 324 96,470,5768

繰上げ受給 il4

■
■
■
且 7 13 457,2882 6

二口目以降合計 4,427 1,438 4,550 4‘286,248,658209 86 3,112

A 型 3,058,474,6473,632 165 65 2,739 993 3,732

747B 型 690 il2 408 339 310,432,96769

C 型 196 245 441 368,447,499440 12 11

I 型 338,203,625860 66 40 606 280 886

Ⅱ 型 15 64 187 54,781,178123182 20

Ⅲ 型 131278 11 14 144 275 155, 060, 719

Ⅳ 型 122,772

ロ
ロ
■
■
Ⅱ 1 0 2 0 2

’V 型 5 4 2 6 725,251il2



日本弁護士国民年令墓今

② 一時金の裁定状況及び裁定額

耐
’

男 子 女 子

|‘O購鳥|“蔵以上 ｜計｜‘0歳未満|"駕鶏|‘5歳以上’
60歳以上～

65歳未満

60歳以上～

65歳未満
60歳未満 65歳以上 計 60歳未満 65歳以上

裁定者数

（人）

46 20 30 03 4 7

裁定額

（円）

21 , 254, 600 47,388,000 168,960,800 237, 603, 400 1 3, 308, 800 0 21,869,300 35, 178, 100

時

合 計

65歳以上噸

計合

60歳以上～

65歳未満
65歳以上60歳未満 計

金
裁定者数

（人）

24 3749

裁定額

（円）

34,563,400 190, 830, 100 272,781,50047, 388, 000



日本弁護士国民年金基金

2： 意思決定機関

（1） 代議員及び理事

’任 期

国 ・24 ‘ 8

1
令和6年4月1日から00824

■
令和9年3月31日まで

0』‐
■】0



日本弁護士国民年金基金(2)代議員会及び理事会の開催

①代議員会

議決の結果

(内書面による議決権行使数は（）
で再掲）

代議員の出席状況

(内代理出席は（）で再褐）議決又は報告事項の件名開催年月日

出 席｜｜欠 席

電一必一一必一一邸一一唯一一弘

可

24人
I| Ⅱ

24人(3人）

24人(3人）

臥
一
“令和6年 1．選挙長等について 埜一秘で秘

2.役員候補者選考委員の選任について

3.役員候補者選考委員の選定について

4.役員選挙の執行及び当選人について

1．常務理事及び運用執行理事の指名について

2.理事長の職務代理またはその職務を行う理事の指定について

4月1日

24人(3人）

24人(3人）

24人(3人）

24人(3人）

24人(3人）

叫
一
叫
一
皿
一
一
皿

坐一斗一“

令和6年 邸一一“4月1日 臥
一
恥 秘一一盤一部一“

“｜｜恥

24人(3人）

24人(3人）

臥一一叫一皿一一邸一一叫一邸一一叫一“｜｜“

“’一叫一邸

24人(3人）

24人(3人）

24人(3人）

24人

24人

24人(1人）

24人(1人）

24人(1人）

24人(1人）

叫一必令和6年

9月21日 24人

皿一一皿一一皿

24人鋤一坪

24人(1人）

24人(1人）

24人(1人）

人
人

０
０

人
人

０
０

人
人

４
４

２
２



日本弁護士国民年金基金(2)代議員会及び理事会の開催

、 ①代議員会

議決の結果

(内書面による議決権行使数は（）
で再掲）

代議員の出席状況

(内代理出席は（）で再掲）議決又は報告事項の件名開催年月日

可

24人(1人）’
23人(3人）’

否
一
臥
叫
い
い
“
臥
叫
い
い
“

席
一
人
人

人
欠
－
０
１
１

出 席

24人8.その他

1．令和7年度事業計画書案の件

2.令和7年度予算案の件

23人
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

23人

令和7年

2月15日 23人(3人）

23人(3人）

仏一一帆

秘一秘3.監事監査規程一部変更の件

4.参与の選任の件

5.公印規程一部変更に関する理事長専決処分の件

6.関東信越厚生局の実地監査の件

7.令和7年度代議員会･理事会の開催日時及び開催地の件

8.国民年金基金連合会の運用状況の件

23人(3人）

23人(3人）

23人(3人）

仏
一
一
臥
一
眺
一
仏
一
域

秘一“一秘
23人(3人）

23人(3人）

23人(3人）

“｜｜秘
9.その他活動報告等の件



日本弁護士国民年金基金

②理事会

開催年月日 口
議決の結果

理事の出席状況
開催年月日 議決又は報告事項の件名 (内香面による擢決梅行使数I±（）で再掲》睦

図
一
込
込
乢
一
込
込
込
仏
灰
一
込
込
肱
一
国
圃

雌
い
い
Ｍ
｜
慨
唯
い
い
い
い
い
い
い
い

席’
一“一皿一“皿臥臥叫臥一“

可

令和6年

、4月1日

選挙長の選任等について

理事長候補者選考委員の選任について

理事長候補者の選定について

理事長選挙の執行及び当選人について

常務理事及び運用執行理事の指名について

“｜恥一一皿一“

孔
－
２
’
’
３

恥一一慨

４
｜
一
礼

令和6年

4月1日

弘一“一皿一一“

理事長の職務代理またはその職務を行う理事の指定について

参与の選任について

令和6年度代議員会･理事会の開催日時及び場所について

役員就任披露宴の開催について ，

感謝状の授与について

令和6年度事業計画について

広報勧奨活動について

唯一唯一泌一皿一雌

ｚ
ｌ
ａ
－
－
４
－
５
ｌ
ｌ
ａ
一
弘

秘一雌 叺
一
叺

11人

11人

12(1)人

12(1)人

0人8．

令和6年 1．代議員会提出議案の件

9月21日2.令和5年度業務報告案の件

3.令和5年度決算案の件

4.第7回財政再計算報告書における－部様式の訂正の件

5.職員給与規程一部変更の件

’6.国民年金基金連合会の運用状況の件

“一一叫一一叫一皿

12人

12人
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

12人

叫一一邸
一恥

12(1)人

12(1)人

12(1)人

趣一一皿一一“

皿
一
一
叫
一
一
皿
一
弘
“

“
一
一
叫
一
一
い
い

12(1)人

12(1)人7.今後の広報･加入勧奨活動の件

B.関東信越厚生局の実地監査の件

9.その他

人
人

２
２

１
１

12(1)人

12(1)人
‐

、



日本弁護士国民年金基令

②理事会

|璽事の出席状況|’
ﾄ

議決の結果

開催年月日
理事の出席状況

議決又は報告事項の件名開催年月日 (内書面による臓決権行使数は（）で再掲）

｜出 席｜＝麺｜ 可 ・'一

12人 0人 ’12(1)人|o人
12人 0人 12(1)人 0人

12人 0人 12(1)人 0入

'12人 0人 12(1)人 0人

’'0人12人 12(1)人 0人

12人 ’0人 '2(1)人 0人

令和7年

2月15日

1，代議員会提出議案の件

2.令和7年度事業計画書案の件

3.令和7年度予算案の件

4.監事監査規程一部変更の件

“’一唯一“｜｜畦

趣一一峰

12(1)人

12(1)人

唾一睡 四
国
國
矼
面
面
矼

人
人

人
人

人
人

人
ｊ

ｊ
ｊ

ｊ
ｊ

ｊ
ｊ

ｌ
１

１
１

１
１

ｌ

く
く

く
く

Ｉ
く

Ｉ

２
２
￥
２

２
２

２
２

１
１
’
１

１
１

１
１

人
人

人
人

人
人

人
０

０
０

０
０

０
ゞ
０

叫一一睡5.参与の選任の件

6．公印規程一部変更に関する理事長専決処分の件 “一趣7．関東信越厚生局の実地監査の件

8．令和7年度代議員会｡理事会の開催日時及び開催地の件

g.国民年金基金連合会の運用状況の件
一ニニー

10.その他活動報告等の件

12(1)人

12(1)人
埋一峰



日本弁護士国民年金基金

3： 給与等支払状況

I

役員報酬補償費 4,850,000

派 遣 社 員 10,916,1.81

’
｜

'
' |’計 57, 040, 849

※役員報酬補償費は、個別勧奨費として計上した加入勧奨。広報活動時の報酬補償費700,000円を含む。

※派遣社員は､ 適用収納等事業費として計上した5,490,513円を含む。．

※日弁連からの出向職（3名）については、それぞれ退職手当積立金相当額を含む。

氏 名 等 級 号 俸 年度内の俸給等支給総額（円） 採用年月日 退職年月日



日本弁護士国民年金基金

現預貯金の状況（業務経理）4－1

当‘ 年 度

前年度繰越

資産額 ①

年度末資産額

①＋②－③
科 目 摘 要

増加額② 減少額③

l
l
l

西
国
亜

ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

l
l
l

現金 255,139 12，3930 242,746

預貯金 228,206,146 49,970,133

49,970,133

278,176,279

278,419,025計 228,461,285 12,393

通帳残高

三菱UFJ銀行定期預金

三菱UFJ銀行普通預金(3504807 )

三菱UFJ銀行普通預金( 1 004347)

三菱UFJ銀行普通預金(6591 086)

三菱UFJ銀行普通預金(1089017)

三井住友銀行普通預金(0180394）

215,000,000

63，176，279

０
０
０
０

278, 176i 279

L



日本弁膜士国民年令墓今ｰ

4－2： 固定資産 （業務経理）
｡

（1）． 資産状況

’ ■

年
一
下

一
Ⅲ
旧
旧
旧
旧

当 度
‐

Ｉ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ

⑤０回一細一睡
鋤
金

価
閨

一迦岬
減

弓

Ｉ
Ｉ
Ｌ

搬刑

一一一一剛一
醗０④ 8

前年度繰越

資産額 ①
年度末資産額

①＋②－③

④

減価償却

引当金

⑤

差引年度末資産額

④－⑤

⑥

科 目
摘増加額② 減少額③

|- oI|権利金 ･敷金 I■皿’
0ll

26,70811
…’

0

０
’
’
０
－
－
０
’
－
０
’
’
０

0

電話加入権 6,000
－

6,000 6,000

器具及び備品｣| 8, 949. 018 1

ｿﾌﾄｳ砺’70,40011
計 ｜回025,41図’

8, 949, 018 3,126,708 5,822,310 5 ｜囲口35,200

41,2053, 161L908 11

〆



日本弁護士国民年金基金

(2） 減価償却費明細

間接法処理によるもの

’ 償却費累計’

ロ叩

目 取得価格 償却累計率’当年度償却費 当年度末残高 摘 要

金 庫 248,010 0 248,009 1 100. 00%

電話加入権

会計ソフト

6,000 0 0 6,000 0.00％ H24年度に激損処理済

325,500 0 325,499

■
■
■
■
且 1 00. 00%

加入員管理ソフト 2,160,000 0 2,159,999 1 100. 00%

ルータ

個人情報端末

300,240 1 5,011 300,239 1 100600％

389,016 0 389,014 2 100.00％

939,600システム改修(PW股定〉 0 939,599 1 100.00％

100.00％2,149,200システム改修（在外加入） 0 2，149，199 i!
｜

｜

’

１
１

洲9年度サーバ’
｜

’

2,437,452 203,122 2,437,451
■

I| 100.00％

計’ |’

〈ロ

8,955,018 218,133 8,949,009 6, 009 99.93％

※ルータ、個人情報端末2台、2019年度サーバを除却処分した。
除却処分後の間接法処理による減価償却資産取得価格合計は5,828,310円、償却費累計は5, 822｡ 305円。

直接法処理によるもの（ｿﾌﾄｳｴｱ）

loff'c｡ﾗｲｾﾝｽ(1) |- 105, 60m■ ’ |， ’ |’
3年定額処理
(2023年度～）

iceﾗｲｾﾝｽ(1) | 105,600 ’35,200 70,400 35,200 66.67％
一ニー



日本弁護士国民年金基金

有価証券 （業務経理）5

券面金額｜取得価格｜ 決算計上額｜■園■■雪銘 柄区 分

円
■■

■円該当なし

国債、地方債及

び特別の法律に

より設立された

法人の発行する

債券

｜

'■－ ｛ ｜■■■■■
|…耐咽｜決算…

~計 ｜■■■
種 類 及 び 銘 柄

｜
’

円劃該当なし

貸付信託の受益

証券、その他確

実と認められる

証券

’|’’ 計



日本弁護士国民年金基金

6： 引当金 （業務経理）

(単位：円 ）■■■

前 年 度 末

残 高 扇~可
当 年 度 決 算 計 上 額

（①＋②一③）

｜
’

1

科

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

團
團
■
函
回
国
回
国

|員’ 増 加 額

②

減 少 額

③① ④

’

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

8, 73Fm

6,009,3001
■
■
■
■
■

218,133 3, 126, 704 5,822,305

退職手当引当金

納 税 引 当 金
■■■1,327,600 0 7, 336, 900

70, 000 70, 0 70,000 70, 000
l
ll

’
20, 000, 000

１
１

5, 000, 000 25,000,000

|’
|｜

'’計 34,810,176 6,615,733 3, 196, 704 38,229,205

芦



日本弁護士国民年金基金

し

7： 借入金 （業務経理）

(単位：円）

年 度 内

支払利息

総 額

当・年

末 残

度前 年 度

繰 越 額
当年度借入額 当年度償却額

高
■

口

一一一一一一
一一一一一一

該当なし

短

期 一一一一一一
｜ 計
｜ 該当なし ’

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

長

期

｜ 計 ’



日本弁護士国民年金基金

ｰ

8： 未払金及び預り金 （業務経理）

｜ 金 ー｜ 摘 要
…|令和6年度分基金連合会業務委託手数料

科 目 等
~一二一 一一

未払委託費（連合会）
未

未払会費（連合会） 132,529円||令和6年度分基金連合会会費

払

未払金（その他） 81,448円｜令和6年度分社会保険料
金 ｜

’計 一一|，
｜＝社会保険料預り金 ：|’

’219,922円

1,056円 令和6年度分社会保険料（雇用保険料）

預
’

』

1,056円 ll

生

金

■■ ’計



9 支出実績 （業務経理 ）
人 件 費 の 部 令和 7年 3月 31日 現在 1頁

’ 科 目 当 初 予 算 変更後予算額

①
支 出 額

②
残

(①－②）

額
③ 摘 要

'？役職員給与
45,326,000円 45,326,000円 29,614,722円 15,711,278円

役 員 報 酬

職 員 給 与

役職員給与諸費

7,800, 000 7,800,000 7, 536, 000 264, 000

34, 560, 000 34, 560, 000 22,078,722 12,481,278

2, 966, 000 2, 9 66, 000 0 2, 966, 000

･役職員諸手当
41,559,000 41,559,000 21,235,614 20,323,386

扶 養 手 当
|

'

2, 190, 000 2, 190, 000 109,500 2,080,500

通 勤 手 当

時間外手当

’
1,800,000 1, 800, 000 699,891 1,100,109

1,800,000 1, 800, 000 566, 970 1, 233, 030

管理職手当
3,600,000 3, 600, 000 2,962,176 637,824

|住宅手当
｜

|賞 与

1, 500, 000 1, 500, 000 1, 146, 000 354,000

20, 770, 000 20, 770, 000 11, 601, 077 9,168,923

役員報酬補償費
7, 180, 000 7, 180, 000 4,150,000 3, 030, 000

役職員諸手雪篤康一
退職手当引当費 ’

2,719,000 2,719,000 0 2, 719, 000

|嘔職雫 円’10, 000, 000 10, 000, 000 1H 0円 10, 000, 000円

令和 7年 8月 13日



9 支出実績 （ 業務経理
人 件 費 の 部

）

令和 7年 3月 31日 現在 2頁

科 目 当 初 予 算 変更後予算額

①

支 出 額

②

残

(①－②）

額
③ 摘 要

退職手当引当費
10, 000, 000 10, 000, 000 0 10, 000, 000

計
96, 885, 000円 96, 885, 000 .･円 50, 850, 336円 46,034,664円

令和7年8月13日



9 支出実績 （業務経理

物 件 費 の 部

）

令和 7年 3月 31日 現在 3頁

摘 要

額
③科 目 当 初 予 算 変更後予算額

①

支 出 額

②

残

(①－②）

･旅 費
2,457,634円6,880,000円 4,422,366円6, 880, 000円

役 員 旅 費
3,581,590 2, 018, 4105, 600, 0005, 600, 000

職 員 旅 費
439,2241,280,000 840,7761, 280, 000

･需 用 費
14, 738, 202円 14,891,798円29,630,000円 29,630,000円

備 品 菱
1, 019, 010180, 9901, 200, 0001, 200, 000

消 耗 品 費
186,783413,217600, 000600, 000

、

印刷製本費
905, 6041,594,3962, 500, 000 2, 500, 000

通信運搬費
1,989,6863,010,3145, 000, 0005, 000, 000

光熱及び水料
-2,483262,483260, 000260, 000

厚 生 費
627,286472,7141, 100, 000 1, 100, 000

~

社会保険料負担金
5,394,1524,355,8489,750,0009,750,000

雑 役 務 費
749,000451, 0001,200,0001, 200, 000

借料及び損料
3,972,7603,997,2407,970,0007, 970, 000

図書購入費
50, 000050, 000 50, 000

令和 7年 8月 13日



9 支出実績 （業務経理
物 件 費 の 部

）

令和 7年 3月 31日 現在 4頁

科 目 '｡"予算｢垂壹墨警ll－菫~題言｜諸_②,雷|ゞ薑摘 要当 初 予 算 変更後予算額

①

支 出 額

②

額
③残

(①一②）
･会 議 費

1, 788, 3202, 600, 000 2, 600, 000 『811, 680

今云

議 費 ’
1,788,3202, 600, 000 2, 600, 000 811,680

･代議員旅費
1,507,5704, 480, 000 4, 480, 000 2,972,430

代議員旅費
1, 507, 570 2, 972, 4304, 480, 000 4,480,000

･代議員会需用費
26, 00046, 000 46, 000 20,000

’代議員会印刷製本費 、

20, 00020, 000 020,000

｜

’
代議員会通信運搬費

16, 000 0 16, 00016,000

代議員会消耗品費
10, 00010, 000 10, 000 0

･代議員会会議費 1
1,559,290 1, 600, 7103, 160, 000 3,160,000

代議員会会議費
3, 160, 000 3, 160, 000 1,559,290 1, 600, 710

計
23,736,892円46, 796,000円 46, 796, 000円 23,059,108円

合 計
73,909,444円 69,7?1,556円143, 681, 000円 143, 681, 000円

令和 7年 8月 13日



9 支出実績 （業務経理
事 業 費 の 部

）
5頁令和 7年 3月 31日 現在

摘 要

額
③残

(①－②）
変更後予算額

①

支 出 額

②

科 目 当 初 予 算

･適用収納等事業費
3,313,933円7,903,067円11, 217, 000円11, 217, 000円

適用収納等事業費
2,697,4875, 490, 5138,188,0008, 188, 000

加入資格確認事業費
266,954233, 046500,000500, 000

年金振込手数料
349,4922,179,5082,529,0002,529,000

･加入勧奨等事業費
16,565,92118, 034, 07934, 600, 00034, 600, 000

共同広報費
100, 0000100, 000100, 000

基金広報費
363, 000137,000500, 000500,000

個別勧奨費
4, 767, 4405, 232, 56010,000,00010,000,000

印刷製本費
3,879,6354,120,3658, 000, 0008, 000, 000

通信運搬費
21967,6676,532,3339,500,0009, 500, 000

物品購入費
480,86019, 140500, 000500,000

費雑
3,475,312524,6884,000,0004,000,000

雑役務費
532,0071,467,9932, 000, 0002,000,000

’･業務委託費
5,179,86156,671,13961, 851, 00061, 851, 000

令和 7年8月 13日



9 支出実績．（業務経理
事 業 費 の 部

）

令和7年 3月 31日 現在 6頁

'．"一ゞ||ゞ更後予審｜支“零||を--)書｣㈱要
額
③当 初 予 算 摘 要変更後予算額

①

支 出 額

②

残

(①－②）
｜

’

連合会委託費
5,179,86161,851,000 61, 851, 000 56,671,139

固定資産取得費
9, 500, 0009,500,000 9,500,000 0

ll
l

固定資産取得費
9, 500, 0009,500,000 9, 500, 000 0

｜
’

’計
82,608,285円 34,559,715円117, 168, 000円 117, 168, 000円

※需用費について、年度末時点で社会保険料負担金、事務所借料等の未払金及び前払金があるため、損益計算書と差異がある。

※業務委託費について、年度末時点で未払金があるため、損益計算書と差異がある。

令和 7年 8月13日



｜
’業務経理 10.収 入 支出 計算書

自 令和 6年 4月 1日 至 令和 7年 3月 31日
支 出 収 入

当 ，年 度当 年 度科
名

目
称 前年度

決算額

科
名 前年度

決算額

目
称変更後

予算額
対前年度
増△減額

変更後
予算額

対前年度
増△減額

決算額 決算額》》詫一》一一畳
儒奉》》一壁

135, 995, 000

45, 326, 000

41, 559, 000

6,880,000

10,000,000

29,630,000

2, 600, 000

7,686,000

4,480,000

46，000

3, 160, 000

117, 168, 000

11, 217, 000

34, 600, 000

61, 851, 000

9,500,000

13, 898, 000

13, 898, 000

掛金収入

掛 金
交 付 金

唾両日霞舞壷調

騨垂一
受取利息等

前年度繰入

前年度繰入
受入金

剰余金受入金

?0,822,584

29,614,722

21,235,614

4,422,366

0

14,738,202

811, 680

3,086,860

1,507,570

20，000

1,559,290

82,608,285

7, 903, 067

18, 034, 079

56,671,139

0

4，914，459

4,914D459

△3,287,867

241,368

△881,322

203,182

4 1, 884, 000

△167,403

△799,692

745, 192

428，902

． 0

316,290

21,349,082

788,802

△324,843

20,990,723

4105, 600

1,067,196

1･, 067, 196

74,110,451

29,373,354

22,116,936

4,219,184

1,884,000

14,905,605

1,611,372

2,341,668

1, 078, 668

20, 000

1, 243, 000

61,259,203

78114,265

18,358,922

35,680,416

105, 600

3,847.263

3,847,263

214, 624, 000

214,.624, 000

37，000

37, 000

10, 000

10, .000

208, 671, 000

208,671,000

60, 076, 000

60, 076, 000

211,219,795

211,219か795

1，056

1, 056

169,000

169,000

228, 460, 306

228, 460, 306

0

0

101, 265, 675

101,265,675

1，056

1，056

5，866

5，866

268』746,294

268,746,294

0

0

109,954,120

109, 954, 120
0

0

163,134

163,134

△40,285,988

△40,285,988

0

0

合 計

翌年度繰越金

274,747,000

208, 671, 000

141,558,58511合 計 || 483, 418, 000 1 439, 850, 157 1 69, 831, 26611 370, 018, 891
228,460,306 11 . || ||

161,432,188

278,417,969

19, 873, 603

49,957,663

※貸借対照表上の現金・預貯金残高が278j 419, 025円となっているところ、収支計算書では翌年度繰越金は278, 417, 969円と1056円の差異が生じている。これは、預り金
として1056円の収入があったものの、経理システム上の問題から収入支出計算書に反映されないために、収入支出計算書上の現金．預貯金残高である翌年度繰越金が実
際の繰越額より1056円少なく表記される結果となっている。

ｒ

令和7年6月30日 1頁

基金番号

基封 名称

職第12号

日本弁霞士国民年今茎令


